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研究成果の概要（和文）：ポンプなどの高速回転羽根車やバルブなどの狭隘部を液体が通過する際、圧力低下による気
化のため、空洞現象（キャビテーション）が発生することがある。キャビテーションは、機器性能の低下、騒音や振動
、さらに機器の損傷の原因となる場合がある。本研究では、キャビテーションによる不安定現象の解明や流体機械の設
計の援用を意図し、実用的なキャビテーション乱流解析法の開発を目的としている。非定常乱流の計算法であるラージ
エディシミュレーションを基盤として、キャビテーションを扱うため界面の運動や変形、さらに相変化を精度良く解析
できる手法を開発した。

研究成果の概要（英文）：In the cascade of high-speed pumps or narrow passage like a valve, cavitation 
phenomena are observed in low pressure region of liquid flow. Cavitation causes the performance 
reduction, noise and vibration, sometimes resulting in damage of fluid machineries. The objective of this 
research project is to develop a method for the numerical simulation of cavitating turbulent flows, which 
is applicable to better understanding of cavitation phenomena and design tool of fluid machineries. 
First, we improved our original method, namely the large eddy simulation (LES) for turbulent flows. 
Simultaneously, we developed elemental techniques to deal with motion, deformation and phase change at 
the liquid-vapor interface, which are to be integrated to our LES code.

研究分野：流体工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

ポンプなどの高速回転羽根車やバルブな
どの狭隘部を液体が通過する際、圧力低下に
よる気化のため、空洞現象（キャビテーショ
ン）が発生することがある。キャビテーショ
ンは、機器性能の低下や騒音、さらに機器の
損傷の原因となる場合がある。1999年の H-II
ロケット 8号機の打ち上げ失敗は、液体燃料
ポンプのインデューサーのキャビテーショ
ン不安定流れと密接に関連していると指摘
されている。 
液体燃料ポンプの場合、実験はコストや安
全性の観点から困難が多いため、数値シミュ
レーションによる現象解明と設計支援が求
められている。その際、まず、流体機械内の
流れは不可避的に乱流状態となることを考
慮する必要がある。さらに、極低温流体を扱
う機器においては相変化による熱的な影響
も無視できないといわれる。以上の背景から、
乱流および熱的効果を考慮したキャビテー
ション流れの解析方法の開発が緊急かつ重
要な課題である。 
キャビテーション乱流に対する総合的な
解析方法が構築されれば、流体機械の性能や
信頼性の向上のみならず、キャビテーション
を利用した医療応用や精密加工に対しても
波及効果が期待される。 
キャビテーションをともなう流れ、単一キ
ャビテーション気泡の挙動については、各々
のスケールに閉じた解析方法はよく研究さ
れている。しかし、それぞれにおいて新たな
未解決課題に直面しているだけでなく、両者
のスケールが隔絶しているために、中間領域
の解析や連成解析は達成されていない。広範
なスケールに及ぶキャビテーション乱流の
解析に対する研究課題は以下のようにまと
められる。 
(1) キャビテーション流れの解析において
は、気泡群を統計的に処理して気液を均質流
体として扱う方法が大半である。そのため、
大きな空洞を作る場合の界面現象は厳密に
扱われない。一方、気泡モデルは、物理的根
拠は明確であるが、微細な球形気泡と見なさ
れる適用範囲はかなり限定される。したがっ
て、現在のところ、壁面付着型の大規模キャ
ビテーションが卓越する領域で発生する流
体機械の性能急変（例えば翼揚力のブレイク
ダウン特性）を再現できていない。 
(2) 壁近傍での単一のキャビテーション気
泡の挙動については、気泡の大きな歪みとそ
れに続く強いジェットの発生が観察されて
いる。崩壊時のマイクロジェットによる壁面
への衝撃に対する数値シミュレーションで
は、固体内部の応力波伝播も含めて解析され、
多くの知見が得られている。一方、熱力学的
には、ソノルミネッセンスと気泡内部温度の
関係、球形気泡における温度境界層の影響、
液体金属の熱膨張による衝撃波の研究例が
見られるが、固体壁近傍での測定や解析はほ
とんど見当たらない。 

２．研究の目的 

構築すべき解析手法に対する目標として、
次の２項目を設定した： (1.1) 界面の運動
を固定格子で高精度に捕獲し、熱および物質
移動を保存則に整合させ、さらに物理的仮定
の少ない方法で界面張力や固体壁面の濡れ
性（動的接触角）などを表現する： (1.2) 相
変化を伴う気液界面での分子論に基づく熱
および物質移動理論を、解適合格子を必要と
しない上述の高精度捕獲法に組み込み複雑
形状界面に適応させる。 
解析する対象の目標として、次の２項目を
想定した： (2.1) 翼面上のシートキャビテ
ーションに関して、界面の波動と熱および物
質移動、界面と固体壁との接触線の運動など、
界面現象を考慮した解析を行う： (2.2) 固
体壁近傍で崩壊する気泡に対して、内部温度
場の高精度解析と、熱放射も含めた固体壁と
の熱的相互作用を解析し、固体壁に対する熱
的衝撃を評価する。 
本研究では、以上の目標に向けた個別の要
素技術開発と、独自に構築してきた非定常乱
流計算コードへの統合を視野に、キャビテー
ション乱流解析技術の進展を図ることを目
的とする。 
 
３．研究の方法 

多彩な流動様式を示すキャビテーション
乱流における熱流動を扱うには、多くの要素
技術を新規に開発し、さらに統合する必要が
あるため、研究期間内に構築されるソフトウ
ェアのスペックを具体的に設定することは
困難である。本研究は、研究代表者らが推進
していた基盤研究(B)「キャビテーション不
安定流れシステムの LES 解析に関する研究」
（平成 20～23 年度）の最終年度を切り上げ
て発足したものであり、先行研究において開
発している乱流解析法を基盤コードとして
発展させることにした。 
具体的には、気液界面の相変化に対する物
理的仮定の少ない境界条件、移動界面を高精
度に捕獲する方法、表面張力や濡れ性など気
液ならびに固気液の境界現象の解析法を新
規に開発し、可能なものから適宜上述の基盤
コードに組み込む手順を計画した。 
 
４．研究成果 

(1) キャビテーション乱流の解析について
は、先行研究である基盤研究(B)「キャビテ
ーション不安定流れシステムのLES解析に関
する研究」でのコード開発を引き継ぎ発展さ
せた。単独翼に対するベンチマーク問題
（Clark 翼周りのキャビテーション乱流）に
対しては、キャビテーション数の低下にとも
なう揚力のブレイクダウン特性を良好に再
現するとともに、図１のように翼面近傍の乱
流渦とキャビティ成長の関係をとらえられ
る高解像度計算を実現した（雑誌論文⑨、学
会発表⑫⑭⑮⑰）。 



 
図 1: 渦(緑)とキャビティ発生領域(赤) 

翼列における不安定流れに対しては、旋回
キャビテーションのような羽根車で局所的
に発生する不安定の他、キャビテーションサ
ージのような流路システムの不安定の解析
も実施した（雑誌論文⑤、学会発表①⑤⑥⑨）。
同時に、液相の弱い圧縮性も考慮するため、
低マッハ数領域での乱流のラージエディシ
ミュレーションの高精度化も行った（雑誌論
文③⑧、学会発表⑬）。また、キャビテーシ
ョン発生時の微細気泡群から大規模なキャ
ビティへの成長までを接続するモデルの構
築を試み、ベンチュリー管内流れに適用でき
た（学会発表③④⑦）が、翼および翼列への
応用は今後の課題として残った。 
(2) 界面運動と界面を通しての熱および物
質の移動に関しては、それぞれの要素技術の
開発が進展し、緩慢な時間変化の現象での検
証は実施できたが、キャビテーションのよう
な急激は変化に対する適用性や上述の乱流
解析コードへの組み込みは部分的にとどま
った。特に、相変化に対する従来の解析で用
いられていた潜熱を含めた収支計算に変わ
り、分子論的に導出された気液界面の相変化
境界条件の導入は本研究の最重要課題であ
った。比較対象となる実験データの参照が可
能であった凝縮問題に対しては、新規解法の
組み込みは十分な進展があった（雑誌論文④
⑦、学会発表②⑧⑯）。しかし、キャビテー
ションを想定した条件では、非常に細かい時
間刻みを要し、一次元計算でもなお計算負荷
が大きく（学会発表⑪）、本研究で最終目標
とした実用計算への組み込みには計算負荷
の低減が不可欠である。気液界面の追跡に関
しては、物質移動をともなう気泡の挙動解析
法（雑誌論文①）、壁近傍で大変形する気泡
に適用可能な方法（学会発表⑩⑱）、固体表
面での気液界面の運動（濡れ）を解析するた
めの接触近傍の応力分布など、さまざまな視
点で要素技術を開発した。 
以上、乱流の非定常解析法であるラージエ
ディシミュレーションを発展させ、翼周りの
キャビテーション乱流の再現精度の向上に
成功した。一方、界面現象については、より
厳密な物理モデルや計算方法を発展させ個
別の現象の再現精度を高めたが、キャビテー
ション流れの解析コードに組み込むには親
和性や計算負荷の観点から一層の検討が必
要である。本研究における成果は、上記の個
別の雑誌論文や学会発表の他、総説・解説②
⑥⑨においても言及している。 
 なお、本研究は当初は４年計画で開始した

が、上述の進捗状況に鑑み、移動する界面で
の熱移動を効率的に扱い、多数の界面が存在
する大規模な系への適応性を高める方法の
開発に集中すべきとの判断に至り、これを主
テーマとして、最終年度を繰り上げて新規の
基盤研究(B)を開始した。本研究で残された
課題は、同じ研究組織によって、その中で引
き続き検討される予定である。 
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